






【 １ 学 期 】
『 目標の確認 』
・授業づくり、授業改善の取
組を推進。
・３名の研究授業を実施。
・１時間の授業における「めあ
て」の明示と「振り返り」の実
施徹底を確認。
・夏休みの課題では「ＳＤＧｓ」
をテーマに設定し探究学習を
実施。

【 ２ 学 期 】
『 発表の活性化 』
・文化祭で１学期、夏休
みに取り組んだ課題の発
表・展示を行う。
・学校公開にて、理科の縦
割り学年による探究学習の
授業を実施。５名の研究授
業を実施。
・学期を通じて生徒の探究
学習の発表活動の活性化を
図る。

【 ３ 学 期 】
『 振り返りと次年度に向けて 』
・生徒・教師ともに今年度の取
組の振り返りを行い、成果と課
題を確認する。
・次年度の計画を作成する。

２年目の取組へ



夏休みの探究課題

学年 教 科 内 容

1

国 語 科 オススメ本のスピーチ
理 科 大阪府学制科学賞（自由研究）
英 語 科 授業で生じた疑問を探究しよう！
家 庭 科 食生活とSDGｓ

2

理 科 大阪府学制科学賞（自由研究）

数 学 科 身のまわりの数学や数字を調べよう！

社 会 科
探究課題レポート
（１学期の授業で生まれた疑問を探究）

家 庭 科 衣生活とSDGｓ

3
社 会 科 税についての作文
英 語 科 チャレンジテストの分析
美 術 科 マイブーム

探究

・ 校内掲示（探究課題や「ＳＤＧｓ」の取組）

理科（２年）
ふりかえり「いいね」

社会（１年）
調べ学習

保健給食委員会
残食についての取組



『探究学習』と『自学自習力』の向上。基礎的な知識と言語力を基に、自ら課
題を設定し、解決に向けて情報を収集・整理・分析し、まわりと意見交換・協働しながら

深い学びにつなげて生涯学習に向かう力をつける。

『電気の活用について考えを深めることができる。』
【発表者】エネルギー資源の利用や自然環境保全について、科学的・論理的に説明しよう。
【聞き手】エネルギー資源の利用や自然環境保全について、自分自身の考えを広げ、深めよう。









先生の強み／長所
・真摯に聴く姿勢 ・困っている人を放っておけない

・一所懸命 ・傾聴力 ・楽観的

・人のちょっとした変化に気づける ・継続力

・生徒の発言の取り扱い/指示の通りやすさ ・体力

・ポジティブ ・コミュニケーション能力

・相手の意見をしっかり聞くこと ・情報系

・リーダーシップ力 行動力 ・丁寧さ

・生徒に考えさせる「発問力」、授業の組み立て

・何事にもひたむきに取り組めるところ、生徒目線に立って物事を考え
る姿勢を大切にしている点

・教科教育の授業において、授業展開を考える基盤があること

・比較的どんな状況でも落ち着いて行動できること

・傾聴力 教員に対してだけでなく、生徒に対しても最後まで話を聞くよ
うにしている

・誰とでも打ち解けられる社交性

・プログラムや工学系数学の知識がある

・全体を見る状況把握や、小さな変化をキャッチする力 行動力

・丁寧に仕事をやり抜く力。積極的に仕事に取り組む力。

10

先生の課題／今後努力を要すると考えられる点
・発信力 ・頑固 自分のこだわりを貫きすぎてしまう

・面倒くさがり ・ICT活用 ・めんどくさがり

・共感力アップ ・謙虚さ ・体力

・情報活用能力作成 ・リーダーシップ

・自ら行動する力 ・物事を柔軟に捉えること

・知識の伝達がメインの授業になりがち ・計画性

・無意識のうちに1人で抱え込んでしまうことが多いところ、物事を端的
にわかりやすく話すことが難しい

・知識（刻一刻と変化する教育に対する正しい知識）

・専門教科でも不得意な分野があること

・行動するべきタイミングの見極め

・ストレスコントロール力。物事をマイナスに考えてしまい、ストレスに
感じてしまいがちのため。

・興味のないことにはスイッチが入らない

・見通しをもって物事を進める力

・丁寧の中に綻びがある。生徒指導力。授業力。

・子どもたちに適した課題設定が苦手。

・アイデアの考案。授業力をつけること

・計画的に仕事に取り組む力。物事を分かりやすく相手に伝える力。







≪めあて≫
学校生活の中の取り組みに対してスポットを当て，

自己肯定力（非認知能力）の向上を目指す。



同和教育研究調査校

調査校の役割

「差別のない社会をつくるために行動できる子どもたちを育てる」

・人権教育を柱にした学校づくり

・実践を創造し、発信できる学校づくり

→とりくみをすることが実践ではなく、

とりくみの中で子どもたちが変容していく姿から

職員も学び、変容していくことが実践



データから見る取り組みの効果①

学校に行くのは楽しいと思う

生徒アンケートより
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肯定的な結果



データから見る取り組みの効果②
人権の大切さやいじめ防止について
学び行動することができている

生徒アンケートより
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肯定的な結果

１ 学 期 → 現 在

ほぼ全員が肯定！



本棚の一角に『自学自習コー
ナー』を設置。図書室内で自学
自習できる環境を整えた。



定期テスト前に地域の方をボランティ
アとして招き、テスト前学習会を設定。



『探究学習』，『非認知能力』の育成と『自学自習力』の向上



学力向上委員会の取り組み



１．探究学習

普段の授業や夏休みの期間を使って、課題を設定し、自ら調べたり仮
説を立てたりしながら課題探究を行う。それをプレゼン形式で発表した
り、展示形式で発表したり、各教科の特性に応じて行っている。

誰かを取り残していないかという視点で
学校生活や教室を見てみよう
取り残しているものがあれば改善策を
話し合ってみよう



２．テスト前学習会の開催

定期テスト1週間前から、放課後の時間を使って

各学年の教師と地域ボランティアの方々による学習サポートを行って
いる。友達同士で教えあったり、勉強に誘う友達がいたりと、学習習慣
のきっかけとなっている。



３．ＩＣＴ機器を使った授業

ロイロノートを使って提出物を出させたり、グループワークでそれを共
有したり、図や動画を取り入れた授業を展開したり、より分かりやすく
効率的な授業を展開している。また生徒が調べ学習をしたり、プレゼン
のスライドを作ったり、表現や探究においても大いに活用している。



めざす子ども像 ～持続可能な社会を創る～
・自ら考え判断し、行動できる子ども
・違いを理解し、自他を尊重する子ども

実現するために…

自己表現力 自分らしい考えや気持ちを伝える力

課題探究力 試行錯誤しながら学びを深める力

社会参画力 仲間と協力して活動する力

島本町
みづまろ
キッズプラン



一中の教職員が大切にしたい
視点

「しかけ」
をつくる

基準を
そろえる

令和７年度 みづまろキッズプラン 校内研修

行事を「課題」に変える

～探究の芽を育てる“しかけ”づくり～

≪研修の目的≫
◆教員自身が文化祭の教育的価値

を探究する

◆島本町の教育ビジョン「みづまろ

キッズプラン」とつなぐ



≪教職員の探究の流れ≫

①夏休み校内研修（課題を設定する）

②文化祭取り組み（１０月）実施

（設定した課題を踏まえて）

③生徒による事前・中間・事後の振り返り

④教職員による分析（学年会などで）

⑤１１月職員会議で全体共有

≪成果≫

・学年教職員が改めてしっかり向き合うことで、学年の良さ
や課題が言語化でき、同じ認識をもつことができた。

・生徒の現状や背景に対する着眼点が、同じ学年教職員で
も大きく相違することなども確認できた。

・実際に教職員が探究サイクルを回すことにより、
実際に生徒に探究学習をさせる際の留意点や
生徒へのしかけが考えやすくなった。



万博探究学習

【ねらい】
未来の担い手となる生徒が、２０２５年大阪・関西万博という機
会を通して、新たなアイデアを創造・発信できるようになる。

（みづまろキッズプラン「自己表現力」）

夏休みの宿題として、「すべてのいのち輝くSDGｓアイデア」を考え、解決した
いと感じることを課題設定し、【一中ＥＸＰＯ】と題して個人・グループ発表会
を行っていく。

万博×キャリア学習「私を輝かせる企業」として、「いのち輝く未来社会のデザ
イン」に注目し、調べ学習とクラス内発表に繋げた。自分たちを輝かせるもの
には様々な企業が関連していることを知るきっかけとなった。

「いのち輝く未来社会のデザイン」から、小学６年生

に向けて、明るく幸せな学校生活を送るための島本

一中ガイドブックを作成している。

1年生

２年生

３年生



第一中学校の
人権学習の取り組み



同和教育研究調査校

調査校の役割

「差別のない社会をつくるために行動できる子
どもたちを育てる」

人権教育を柱にした学校づくり



〇毎週水曜日 3限 人権キャリア教育委員会の実施

〇大人教・三島人研 研修会での実践報告

・R５ 年度 R６年度 三島冬季研究大会での実践報告

・R7年度 大阪府人権教育研究 南河内大会での実践報告

人権教育を柱にした学校づくりのために



１年に1回の人権講演会

・全校生徒参加の講演会を実施

・テーマは
「個の尊重」 「平和学習」 「社会課題」
の３つをローテーションし、3年かけて３つの人権課題
を学べるようにしている。



①個の尊重(LBGTQ、男女共生、障がい者理解)
5ジェンダー平等 10不平等 17パートナーシップ

②平和学習(国際理解、平和、ユニセフ)
1貧困 2飢餓 4教育 10不平等 16平和と公正
17パートナーシップ

③社会課題(福祉、高齢者社会、地域とのコラボ、環境問題)
3健康と福祉 6水とトイレ 7エネルギー 8経済成長
9産業と技術革新 11まちづくり 12つくる責任 つかう責任

13気候変動 14海 15陸

◎SDGsを大きな柱とする
↓

SDGsの目標17を3つのカテゴリーに分けている



2年生で部落問題学習実施

〇島本町内の小６と中２の学年による合同学年会の実施

社用紙

〇学習を始める前に、地域の方を招いて学年会議の実施

島崎藤村「破戒」

歴史

水平社宣言



生徒会による『いじめ道徳』

生徒会本部が主体となり、『いじめ防止の道徳
授業』をオンラインを使って実施

いじめと
いじりの
違いって何だ
ろう？



生徒が主体的に学校運営に
関わることができる取り組みについて

生徒指導委員会



（１）生徒会の取組
①目的・目標（R４）

誰ひとり取り残されることなく、地球で暮らす一員としての
自覚を持ち、さまざまな問題を整理して解決に向かう生徒
会活動を目指す。

みんなが生徒会の一員であると意識した中、学校生活で
の自治活動を行う。

中学校学習指導要領「生きる力」より
第５章 特別活動
第２ 各活動・学校行事の目標及び内容
１ 目標
生徒会活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団
や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し、協
力して諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度を
育てる。



（２）生徒会の取組
①目的・目標（R５）

誰ひとり取り残されることなく、地球で暮らす一員として

の自覚を持ち、さまざまな活動をSDGsの目標と関連付

け、一致団結して取り組める生徒会活動を目指す。

みんなが生徒会の一員であると意識した中、学校生活

での自治活動を行う。

挨拶を通じて縦と横をつなげ、活気のあふれる学校をつ

くる。



② 「あつまれ一中の森」（R4）

（２）生徒会の取組



② 「SSカード」（R5）

（２）生徒会の取組



③いじめ防止の取り組み

「学級（ホームルーム）活動や児童（生
徒）会活動などの場を活用して、児童生
徒自身がいじめの問題の解決に向けて
どう関わったらよいかを考え、主体的に
取り組むことは大きな意義があること。」

（２）生徒会の取組



③いじめ防止の取り組み結果

（２）生徒会の取組



（３）生徒心得の改定

①目標・方針

＜目標＞生徒自身が学校自治に意見を出し、

よりよい学校生活をおくるための校則をつくる

＜方針＞現行の校則をもとにより良い生活を目指す

ための部分改定を進める



（３）生徒心得の改定



生徒が主体的に行動するようにするには

① すべての組織で学校の目標が共有

② 生徒に任せる部分を明確化

③縦割り活動の活性化

まとめとして




